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中央
政
治
局
委
員（
北
京
軍
区
司
令）
の
国
防
部

品「

長
就
任とい
う
新しい
人
本に
つ
い
て
も 、
そ

句

の
可
能
性が
十
分に
推
察で
き
る
と
はい
え 、

JT

い
ま
だ
公
式に
確
認さ
れ
た
わ
けで
は
・ない。

唱

と
の
よ
うに

未
確定な
要
紫
が
多
い
な
か

北
京
政
変
以
来 、
は
や一
ヵ

月が
過ぎ
た 。

で、
「四
人
組」
の
ρ

罪
状H
が
次々
に
あ
ば

術
眼中
的
なニ
ュ
ー

ス
が
相
次
ぐ
な
か
で、
中
国

か
れ
て 、
ま
さに
と
れ
ら
「
四
人
組」
が
かつ

の
権
力
中
継に
お
ける
角
逐
の
軌
跡が 、
次
第

て
劉少
奇
ら
の
実
権
派
や
隊
伯
達 、
林
彪ら
の

に
明
篠念
輪
郭を
形
成
し
て
き
た 。
し
か
し 、

H
陰
線
家u
に
対
し
て
行
なっ
て
き
た
の
と
同

い
わ
ゆ
る
護
国
鈴
体
制の
構
築
はい
まだ
完
成

様 、
一
方
的に
「四
人
組」
が
糾
磁さ
れ 、
血

し
てい
ない
模様で
あ
る 。

祭
りに
あ
げ
ら
れ
てい
る
か
の
感
が
あ
る 。
と

と
の
と
と
は 、

党中
央
委
員
会
さ
らに
は
党

れ
ら
「
四
人
組」
が
江
背
夫人
を
中
心
に
毛
沢

大
会の
よ
う
な
制
度的
保
証に
よっ
て
都中
国

鋒

東家
父
長
体
制
の
中
歓
を
な
し
て
き
た
だ
け

指
導部がエ
ン
ド
1
ス
（
承
認）
さ
れ
て
は

に 、
その
手
法
は 、
ζ
れ
ら
「四
人
組」
を
亡

い
ない
ら
しい
と
と
に
よっ
て
も
ほ
ぼ
明
ら
か

き
毛
沢
東の
威
信
か
ら
公
的K
も 、
私的に
も

で
あ
る
ば
か
り
か 、
今
回の
「
四
人
組」
失
墜

切
り

離
し 、
毛
沢
東自

身が
「
四
人
組」
を
認

に
よっ
て 、
つ
い
に
慈
国

鋒主
席と
楽
剣
英
副

知
し
てい
な
かっ
た
とい
う
筋
書
き
を
形
成
す

主
席の
二
人
だ
けに
なっ
て
し
まっ
た
最
高
橋

る
点に
おい
て
き
わ
だっ
てい
る 。

力
機
関つ
ま
り

党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会

し
か
し 、
も
し
も
「凶
人
組」
が
その
よ
う

（一
九
七
三
年
夏の
十
全
大
会
体
制
発
足
当
時

に
泌
錬で
あ
り 、

毛
沢
東

自・分も
困
り
果て
て

は
九
名）
の
人
事的
空
白
も
埋
め
ら
れ
てい
な

い
たの
な
ら 、
な
ぜ 、
もっ
と
早
くに
処
断
し

い
ら
しい
と
と
に
よっ
て
も
判
定で
き
よ
う 。

な
かっ
た
の
だ
ろ
う
か
とい
う
常
識的
な
懐
疑

壁
新
聞が
伝
え
た 、
李
先
念
澗
総
理の
総
理

を
打
ち
消
すζ
と
は
容
易で
は
な
か
ろ
う。
そ

（
国
務
院）
就
任 、
楽
剣
英
副主
席
の
党
中
央
取

れ
だ
けに
他
方で
は 、
挙
国

鋒
新
主
席の
イ
メ

事委
員
会
主
席
就
任あ’
るい
は
ま
た
陳
錫
聯党

I
ジ
形
成
が
急
が
れ
な
けれ
ば
な
ら
ない 。

華

国

鋒

主

席
は、

江

青
ら

よ

り

も

む

し

ろ

H

毛
王

朝
d

の

正

系
と

い

え

そ

う
だ
。

そ

れ

だ

け

に
グ

非

毛

沢

東

化
d

の

潮

流

に

う

ま

く

対

応

で

き

る

か

ど

う

か
。

失

敗

す

れ

ば

失

脚

が

待
っ

て

い

る

の

だ
。

ま
だ
固
ま
ら
な
い

華
国
鋒
体
制

もっ
と
も 、
私
がζ
れ
ま
で、
わ
が
国の
中

国
論
議の
虚
妄な
幻
想
性にい
さ
さ
か
う
ん
ざ

り
し
な
が
ら
も 、

繰り
返
し

強
調し
て
き
た
よ

うに 、
い
わ
ゆ
る
文
革
派
上
海グ
ル
ー
プ
は
丹

頂
鶴の
丹
頭の
よ
う
な
存
在で
し
か
な
く 、
彼

らに
対
する
憎
悪
や
怨
恨の
念
は 、
去
る
四
月

の
天
安
門
都
件に
明
白に
発
露し
てい
た
よ
う

に 、
き
わ
め
て
根
深
く 、
し
か
も
広
範に
潜
在

し
て
き
た
（
拙
稿「
再
構
成・
天
安

門事件」

『
中
央
公
論』
七
六
年
九
月
号
を
品針。附…
さ
れ
た

と 。
そ
れ
だ
けに
「四
人
組」
の一
網
打
尽

とい
う
酷
烈
な
代
償に
おい
て
党主
席の
地
位

につ
い
た
護
国

鋒へ
の
ナ
ダレ
現
象的
な
支
持

の
気
速
が
当
面
は
続く
で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、
や
が
て 、
と
の
興
滋
が
さめ
て
行

〈
時 、
公
安
部
長・
務
国

鋒に
まつ
わ
る
階い

影
と
権
力
中
国恨の
「
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の
闘

争」
の
結
果
と
し
て
の
務
国

鋒
指
導
部に
し
か

す
ぎ
ない
の
で
は
ない
か
とい
う
懐
疑が
増幅

し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
と
と
は
避
けら
れ
ない 。

そ
れ
だ
けに 、
難
問
鈴に
関
す
る
新
し
い

「
神
話」
が
作ら
れ
ね
ば
な
ら
ず 、
その
よ
う

な
「
神
話」
作り
は 、
一
つ
に
は
毛
沢
東み
ず

か
ら
慈
国
鈴を
信
頼
し
うる

後継
者と
し
て
選

任し
た
の
だ
と
い
うスト
ー
リ
ー

に
おい
て 、

二つ
に
は
撃
国
鋒
は
その
よ
う
な
信
任に
耐
え

う
る

指摘噌者だ
とい
うイメ
ー
ジ・
アッ
プ
に

よっ
て 、
早
く
も
開
始さ
れ
てい
る 。

去
る一
O
月三一
日
の
『人
民日
報』 、
『
公

明
日
報』
な
ど
各
紙が 、
一
O
月二
九日
付『
解
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10月24日、 天安門上て主席就任祝賀の「百万.民Jに手を緩って答える.国鋪主席（WWP)

一一，…

、，

放
軍
報』

編集
部
治
文
「
撃
悶
鈴
同志
は
わ
が

党の
恥ず
か
し
く
ない
領
袖」
をい
っ

せ
い
に

転
験
し 、
「
党の
領
納
に
ふ
さ
わ
しい
高いロ間

性 、
卓
越し
た
才
能 、
革
命的
念
大
胆
な
戦
略

と
英
明
念
長
期
的
視
野」
だ
と
し
て
務
国
鈴
を

最
大
級に
称
え
てい
た
の
は 、
と
の
よ
う
な

「
神
話」
作
り
が
軍の
主
導
下に
始
まっ
たと

と
を
示
し
てい
る 。

と
う
し
た
な
か
で、
かつ
て
林
彪が
クロ
ー

ズ・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
時
期に
類
似し
た
状
況
を

怨
起し
てい
る
の
は 、
ほ
か
な
ら
ぬ
中
国の
民

衆
で
あ
ろ
う 。

華
国
鋒
と
は

ど
ん
な
人
物
か

で
は 、
悲
国

鋒と
はい
っ
たい
ど
ん
な
指
瀞

務
なの
で
あ
ろ
う
か 。

と
と
ろ
が
「
ど
ん
な
人
物
か
わ
か
ら
ない」

の
が
と
れ
ま
で
の
彼の
特
徴
で
あっ
て 、
彼が

長く
工
作に
従
事し
て
き
た
湖
南
省の
方
言
で

は 、
説中
国
鈴の
ζ
と
を
「ニ
ナー

ル」
とい
う

よ
う
で
あ
る 。
「ニ
ュ
l

ル」
とい
うの
は
ま

さに
「ど
ん
な
人
物か
わ
か
ら
ない
者」
を
指

すと
き
の
まっ
た
く
の
土
語
で
あっ
て 、
も
ち

ろ
ん
字
引に
も
出てい
な
けれ
ば 、
そ
れに
当

て
る
文
字も
ない 。
その
よ
う
な
土
泌
なの
で

あ
る 。確

か
に 、
議
図
録
は 、
い
ま
や
八
億の
民の

領
袖に一
挙に
の
し

上
がっ
た
の
だ
が 、
そ
の

経
歴に
は
わ
か
ら
ない
部
分
が
多
い 。
山
生

地 、
生
年で
さ
え
も
諸
説が
あっ
て
さだ
か
で

は
ない 。

と
の
よ
う
な
ナ
ゾ
を
強
め
て
い
る
と
と
ろ

が 、
い
か
に
も
翠
図

鋒ら
しい
と
もい
えよ
う

が 、
長
く
彼
が
党の
地
区
委
員
会
3
況で
あっ

た
毛
沢
東の
故
郷・
湖
南
省
湘
部
地
区で
は 、

畿
圏
鈴
詳
記の
と
と
を
「
笑
商
虎
｛シ
ア
オ・

ミエ
ン・
フ
1）

」
と
涼
名し
てい
た
と
もい

う 。
「
笑
商
虎」
と
は 、
読
ん
で
乎の
ご
と
く

「
表
面
はニ
コ
ニ
コ
し
てい
て 、
心
が
陰
険
な d砂噌酔4』『砕4砕唱

人」
とい
う
意
味
で
あ
る。

な
る
ほ
ど 、
つ
い
先日 、
H

帝王H
の
霊
前

で
「
悲し
み
を
カに
変え」
ると
と
を
奮い 、

「
団結
す
る
の
で
あっ
て
分
裂
し
て
は
な
ら
な

い」
と
唱
え
た
はずの
人
物
が 、
そ
の
舌
先も

か
わ
か
ぬ
う
ち
に
と
の
よ
う
な
挙に
出たの
で

あ
る
か
ら 、
そ
の
個
性
は
ま
さに
「
笑
悶
虎」

で
な
けれ
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う 。

と
と
ろ
で、
周
恩
来死
後の
去
る二
月 、
慈

園
鋒が
国
務
院
総
理
代
行と
し
て
笠
場し 、
四

月
初
旬の
天
安
門
m
件
前後 、
彼が
党
第一
一側

主
席
米
国
務
院
総
理に
なっ
て
か
ら 、
多く
の

報迩
は
護
国

鋒が
武
AHな
男
で
あ
り
な
が
ら
農

村出の
土の
に
おい
の
す
る 、
い
かに
も
人
民

中
国の
9
1
グ
ー

に
ふ
さ
わ
しい
人
物
で
あ
る

かの
よ
うに
描
き
始め
た 。
今
後 、
と
の
よ
う

なイ
メ
ー
ジ
作
りが
さ
らに
進
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う 。

／ 
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だ
が 、
は
た
し
て
首都
国
鈴
は
その
よ
うに

純

朴
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か 。
次に
帯同

鋒の

来
箆
を
可
能
な
限
り

照
ら
し
出し
て
み
よ
う 。

議国
鈴の
生
年に
つ
い
て
は 、
一
九
O
九

年 、
一
九一
O
年 、
一
九一
一
年 、
一
九一
二

年 、
一
九一
七
年な
ど
諸
説
が
あ
る 。
し
た
が

っ
て
年
齢
も
五
九
歳
か
ら
六
七
歳
ま
で
煽が
あ

っ
て
さだ
か
で
は
ない 。
い
ず
れに
せ
よ 、
六

O
歳
前
後と
す
れ
ば 、
や
は
り

年
齢的に
は
後

継リー
ダ
ー
と
し
て
絞
も
ふ
さ
わ
しい
とい
え

トAR
AJ。出

生
地に
つ
い
て
も 、
山
西
省 、
江
西
省 、
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湖
南
省
な
ど
の
三
説が
あ
る
が 、
彼
は
山
西ナ

マ
P
の
言
葉
を
謡
すとい
う一
郊の
報
道
に
も

か
か
わ
ら
ず 、
と
の
点
も
礁か
で
は
ない。

な
る
ほ
ど 、

過
般の
毛
沢
東
追加昨
式
で
弔
辞

を
朗
読し
た
際の
彼のつロ
楽を
開
い
て
い
る

と 、
ナマ
リ
が
た
いへ
ん
強い
が 、
た
と
え
そ

れ
が
山
西ナマ
P

で
あっ
て
も 、
そ
れ
だ
け
で

山
西
省
出
身と
はい
え
ず 、
ま
た
外国
賓
客に

山
西
省
出

身だ
と
諮っ
た
と
もい
わ
れ
る
が 、

ζ
の
点
も
確定
的
で
は
ない。

内
外の
専
門
家
筋
で
は 、
湖
南
省
出

身、
そ

れ
も
毛
沢
東の
故
郷・
湖
南
省
湖
沼
県
出

身
だ

と
の
見
方が
強い 。
だ
と
す
る
と
撃
国

鋒
は 、

毛
沢
東
が
両
親広
よ
る
H

強
制
的
な
結
婿d
で

生
活を
共に
し
な
かっ
た
とエ
ドガ
1・

ス
ノ

ー
に
語っ
た 、
その
最
初の
妻の
規
戚
だ
と
の

憎が
中
国
内
部で
伝
わっ
てい
る
と
の
有
力
な

間報と
も一
致
す
る
が 、
と
のへ
ん
の
真
偽い

か
ん
は
中
国の
政
治
風
土に
おい
て
は 、
き
わ

め
て
重
要な
怠
味
を
持つ
で
あ
ろ
う。

学
歴
は
師
箱
学
校
出
で、
一
九
三
七
年ど
ろ

社
会
主
義
青
年
団長か
ら
中
国
共
産
党に
入
党

し
た
模
様
で
あ
り 、
ほ
ぼ
同
時
に
延 ．
安
根
拠
地

叩

数

出綱

13

む岨．

入
りを

来た
し
て 、
一

般K
は
抗
日
軍
政
大
学

に
学ん
だと
もい
う 。

い
ず
れ
に
せ
よ 、
長
征に
は
加
わっ
てい
な

い
も
の
の、
延
安に
は
早
く
か
ら
はい
っ
てい

た
らしい 。
一
九三
九
年 、
総
秀
的
（当
時 、

北
京
大
学
教
授 、
建
国
後 、
最
高
人
民
法
院

長）
に
従っ
て
山
西
省
太
行山
地
区に
赴
き 、

抗
日
遊
幣
隊の
宣
伝工
作に
従
事
し
た
校
織で

ゑりヲ匂。と
の
問 、
江
西
省で一
時 、
抗
日
ゲ
リ
ラ
に

加
わっ
た
と
の
情報
も
あ
る
が 、
と
う
し
て
四

0
年
代
は
主
に
山
西
省で
工
作に
当
た
り 、
山

西
省
諸
県（
交
燈
県
ほ
か）
の
党
委
員
会
3
記

を
歴
任し
た
よ
う
だ 。

一
九四
九
年の
中

華人
民
共
和
国
成
立
後

は 、
党の
高
級
幹部・
李
雪

鋒（
当
時 、
中
共

巾
山火
中
南
局組
織
節
円以）
に
従っ
て
党
中
央
直

仰の
地
方ピュ
lロ
l

の一
つ
1

党小
山火
中市

局（
武
漢）
の
組
織
部
hH
よ
び
統一
戦
線
工
作
曲附

の
処
長と
な
り 、
一
九五
二
年に
は
湖
南
省へ

移っ
て
省
党
委
口
会統一
戦
線五
作
部
間
部長

と
なっ
た 。
五
五
年に
は
毛
沢
東の
故
郷・
湖

南
省
湖沼
地
区
委
員
会
書
記に
なっ
てい
る。

念筆先

剣芙

叫
ギず
民向V
人八一戸究
明訓
huy
JV
恥

h

q－49．
う－
4予
知
』3
F八

叫

叫
だ
が
毛
王
朝d
正
系
川

以
来 、
護
国

鋒は 、
一
九七一
年
九
月の
林

彪
取
件
発
生
以
後 、
事
件の
調
査工
作の
た
め

に
北
京へ
移る
ま
で、
ニ
O
年
近
くの
歳
月を

毛
沢
東の
故
郷で
過ど
す。
あ
の
広
大な
中
国

社
会に
おい
て 、
針の一
点
で
し
か
ない
よ
う

念

湖沼県
で
彼が
工
作し
て
き
た
と
と
が 、
今

回
大
き
な
意
味
を
持つ
にい
たっ
た
の
は 、
い

う
ま
で
も
な
く 、
毛
沢
東と
の
固
有の
関
係に

恨ざ
す
で
あ
ろ
う
し 、
ま
た
同
時に 、
そ
の
針

の一
点
を一
貫し
て
守っ
て
き
た
人
物
で
あ
れ

ば
と
そ 、
議
関

鋒の
今日が
あ
る
の
か
も
し
れ

ない 。彼
は 、
州以
来
合
作
社
辺
助が
向
ま
りつ
つ
あ

っ
た
五
五
年
二
月 、
処
女
論
文
「
鈴
村
各
階

Mの
動
態
を
十
分に
研
究し
よ
う」
を
当
時
の

中
国
共
産党の
泊
恕
論
泌
『
学
習』
に
発必
し

てい
る 。
だ
が 、
と
の
論
文が
示
す
よ
うに 、

準図
鈴の
活
動
は
あ
く
ま
で
も
党
専従
者
（ア

お
に一
、
平

葉

パ
ヲ
l

チ
キ）
と
し
て
の
「
出
村
工
作」
の
分

野に
あっ
た
の
で
あ
り 、
彼
自

身が
農民と
し

て
土に
ま
み
れ
てい
た
の
で
は
けっ
し
て
ない

の
で
あ
る。

し
か
も 、

挙
国

鋒は
と
の
論
文
の円以
後
を

「
党の
政
策
を
貫
徹
し
実
現
す
る
た
めに
は 、

ま
ず
党
内で
尖
鋭 、
激
烈
な
思
想
闘
争を
繰
り

広げ ＼
と
れ
ら
の
誤っ
た
思
想
を
批
判し 、
Am

消し
な
けれ
ば
な
ら
ない」
と
述べ
てい
る
と

と
に
示
さ
れ
る
よ
うに 、
き
わ
め
て
強硬
な
党

の
路
線の
推
進者
で
あっ
た。

そし
て 、
党
委
員
会性
記と
し
て
党の
組
織

部
や
統一
戦
線工
作
部を
歩ん
で
き
た
とい
う

と
と
は 、
彼が一
貫し
て
党
官
僚の
地
位に
あ

っ
たば
か
り
か 、
党の
特
務・
公
安凶
係の
仕

事に
従
事し
て
き
た
ζ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

る。

郡

ζ
の
と
と
ζ
そ 、
山市
凶
鈴が
咋
担十一
月
の
第

四
期
全
国人
民
代
表
大
会
で
公
安部長に
放
任

し 、
今回の
「四
人
組」
追
放
で
は 、
中国
共

産
党の
特
務の
市
鋲
で
H

毛
沢
東王
朝d
の
慾

護を
怒っ
て
き
た
人
民
解放
軍八
三
四一
部
隊

の
リー
ダ
ー

で
あ
る
と
と
も
に 、
要人の
務
護

と
欧
州院の
た
め
の
巾
出火
符
術
処の
貸
任
者 、
江

東
輿を
擁し
て 、
一
挙に
H

予
防
ク
ー

デ
タ

ーu
を
断
行し
た
手
並み
の
来
源
で
あっ
た
と

い
え
よ
う。

彼
は
ま
た 、
早
く
も五
五
年
当
時
か
ら 、
劉

少
奇
系
列に
あっ
た
党の
湖
南
省
委
員
会の
反

対を
押し
切っ
て
毛
沢
点の
旧
屈
を
中
心と
す
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る
H

毛
沢
東
記念
館d
「
革
命事
制陳
列
館」

の
修
築につ
と
め
た
り 、

毛
沢
東の
出

身
村で

ある
畑山
山の
水
利
建
設工
おに
尽
力
し
た
り
し

て
毛
沢
東に
報い
た
と
もい
わ
れ
てい
る。

湖
南
省で
は
磁
省
長もっ
と
め
た
が 、
五
八

年に
開
始
さ
れ
た
「
大
蹴
進」
政
策で
は 、
当

時の
湖南
省
党
委
員
会
第一
3
記で
かつ
て
の

毛
沢
東の
秘
書・
周
小
品川が
同
じ
く

湖
南
省
出

身で
「
大
脳
進」
政
策に
真っ
向か
ら
反
対し

た
彰
徳
懐・
国
防
部
長
の
側
に
立っ
て
毛
沢
東

に
叛い
た
と
き 、
灘間
鈴
は 、
断
固と
し
て
毛

沢
東
擁
護の
先
頭に
立っ
た
と
もい
わ
れ
てい

．。。や
が
て 、
全
中
闘を
猪
さ
ぶっ
た
文
化大
革

命で
は 、
湖
南
省
出

身の
劉
少
奇
路
線
が
湖
南

一
裕で
も

線
強い
な
か
で 、
彼
は
而針
路 、
笑
権

派打倒に
立
ち
上
が
り 、

渡
平
化・
湖
南約
委

第一
投
記 、
王
延
春・
同
第二
書
記
ら
湖
南の

実
権派
を
追
放
す
る
先
兵と
なっ
た。
六
七
年

夏 、
議
北・
中
南・
＃市
東地
区
巡
視の
途
中 、

フランス人アデルの考案した蒸気
償問付襖行機．全長6.Sm、主翼白
幡14m、軍事296kg. 18901平10月
地上約20cm(1)商事告50mli嫡ぷ．

久々
に
湖
南を
訪
れ
た
毛
沢
東に
は
親
し
く

指

示
を
受
けてい
る。

と
う
し
て
六
七
年
九
月 、
湖
南
省
革
命
委
員

会
館側
小組
副
組
長
と
なっ
た

華
国
鈴
は 、
翌

六
八
年四
月に
全
国で
続
初の
省レ
ベ
ル
の
革

命
委
員
会が
成
立し
た

時に
は
そ
の
第二
副主

任と
な
り 、

翌
六
九
年四
月の
九
金
大
会で
は

「
主
席回」
に
選
ば
れ
る
と
同

時につ
い
に
党

中
央
委
員に
なっ
た
の
で
あ
る。
七
O
年一
二

月 、
湖
南
省
党
安
員
会が
再
建
さ
れ
ると 、
彼

は
党
第一
書

記兼革
命
委
員
会
主
任に
就
任
し

て 、
名
実と
も
湖
南の
リー
ダ
ー
に
なっ
てい

た
の
で
ある。

と
の
問 、
注
目
すべ
き
と
と
は 、
や
が
て
極

左
分
子と
し
て
批
判
さ
れ
た
グ

徹
底
造
反H
の

紅
衛兵グル
ー
プ
「
省
無
聯」
（
湖
南
省
会
無

路
階
級
革
命
派
大
迎
合
法官
民
会）
か
ら
都国
鈴

が
六
八
年一
月に
「
地
方の
走
資
派」
と
し
て

批
判され
てい
る
と
と
で
あ
る。
そ
し
て 、
お

そ
ら
く
挙
国
鈴
は 、
六
八
年一
月二
六
日
の
長

沙に
お
ける
「
省
無
聯」
打
倒の一
O
万
人
大

集
会を
指
導し 、
極
左
派
鋲圧
に
重
要念
役
割

を
演
じ
た
で
あ
ろ
う。
と
の
経
総
は 、
昨
秋
の

「
農業は
大
祭に
学ぶ
全
国
州民
業
会
議」
で

「
右」
の
郡
小
平と
「
左」
の
江
背
が
対立
し

た
時、
パ
ヲン
サ
l

の
立
場か
ら
総
括
報
告を

行ない
つ
つ
も
決
し
て
「左」
の
立
場
に
立
た

ず 、
今
回
は
「
左」
の
「四
人
組」
を一
挙に

切
り
滋と
し
た
と
と
と
も
闘迎
す
る
の
か
も
し

れ
ない。

と
う
し
た
経
過
の
の
ち 、
七一
年
九
月の
林

彪
事
件に
際
し
て
は 、
本
件の
調
査
工
作に
参

加
す
る
た
め
北
京
に
招か
れ 、
「
林
彪
事
件
審

査
特
別
委μ
会」
強
引廷とい
う
話
貨を
担っ

た
の
で
あっ
た。
七
三
年の
互
の
十
金
大
会で

はつ
い
に
党
中
央
政
治局
委
員と
卓也
り 、

昨
年

一
月の
全
国人
民
代表
大
会で
は
国
務
院
副
総

理
兼
公
安
部
長に
抜棚糊
さ
れ
た。

ζ
の
よ
う
な
経
歴を
持つ
裕
国
鈴
は 、
夜
来

興
が
江
市川
夫人
よ
り

以
前か
ら
門的に
毛
沢
東の

明日への挑戦
大空は人間の挑戦の場だった。

いろいろな知恵t工夫をこらし、

彼らは大空へと舞L土カちたものf.:'o

挑戦者たちの心を想像しよう。

その勇気と夢に思いをはせよう。

山河
辺
嘗緩
役と
し
て
H

m耐
子H
の
よ
うに
毛
沢

東に
寄
り

添っ
て
き
た
の
と
同
様 、

ρ
毛
王
朝d

のい
わ
ば
正
系で
あ
り 、

江
拘Hら
ζ
そ
成
り上

が
り
の
新
参
者で
あっ
た
か
も
し
れ
ず 、
と
の

あ
た
り
に
と
そ 、
今
回の
ド
ラマ
の
カ
ギ
が
あ

る
よ
うに
恩わ
れ
る。

げ…
 
サ

現
時点で
務
国
鈴
体
制の
将
来を
展
望
す
る

と
と
は
容
易で
は
ない。
し
か
し 、

弘
が
と
れ

ま
で
考
然し
て
き
た
中
国の
政
治の
潮
流と
構

造
か
ら
すれ
ば 、
今日
の
中
国
社
会の
底
流に

存
在
す
る
の
は 、
脱
文
化大
革
命か
ら
さ
らに

反
文
化
大革
命
の
方
向で
あっ
て 、
と
の
方向

は
非
毛
沢
東
化の
潮
流へ
と
迎
ら
念
っ
て
い

マ令。
脱
文
革
の
潮
流
に

ど
う
対
処
す
る
か

撃
園
鈴
は 、
「
右」
と
「
左」
のバ
ラン
サ

私たちにも挑むべき明日がある。

グンゼ産業

明日を考える商社

…
／ 
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ー
と
し
て
登
場
し 、
今
回
は
「
左」
の
「四
人

組」
打
倒の
政
治
迎
合に
采っ
た
の
で
あ
る

が 、
彼を
支
え
てい
る
基
盤
は 、
人
脈
的に
は

周
恩
来・
弱
小
平
系
統
の
尖
務
派の
党
長
老や

軍
幹
部で
あ
り 、
李
先
念 、
楽
剣
英 、
劉
伯

承 、
阪
錫
聯 、
許
世
友 、
李
徳
生
らの
91
ダ

ー
た
ち
で
あ
り 、
さ
らに

国
務
院の
政
府
指
導

者
や
科学
院
の
イ
ン
テ
F
た
ち
で
あ
ろ
う。

諮
問
鈴の
よ
う
な
非上
海グ
ル
ー
プ
文
革
派

を
私
は
か
ねて
か
ら
H

新
実
権派d
と
呼ん
で

き
た
が 、
そ
れ
ら
は
涯
東
興 、
呉
徳 、
紀
登
歪の

各
政
治
安
員
らに
し
か
す
ぎ
ない
で
あ
ろ
う。

し
か
も 、
先の
陳
錫聯 、
許
世
友 、
李
総
生

らの
実
力
派
忽
人
は 、
本一’
先
念・
副
総
理と
と

もに
湖北
省
資
安
県
出

身
の
H

策
安
グル
ー

プH
を
形
成
し
てい
る 。
彼
ら
は一
九七四
年

一
月の
忽司
令の
大
異動で一
様に
脚
光
を
浴

び
た
人
びと
で
あ
り 、
と
の
怒の
大
異動が
公

表
さ
れ
た
翌
日 、
郡
小
平が
党
中
央
政
治
局
常

務
委
口に
復
権
し
てい
るζ
と
が
明
ら
かに
な

っ
たと
と
に
示
さ
れ
る
よ
うに、
と
れ
ら
はい

ず
れ
も
周
思
来
l

m
小
平戦
略の
布
石で
あっ

た
よ
う
な
気
が
す
る 。

そ
し
て 、
反
文
化
大
革
命の
潮
流
は
同

時に

い
わ
ゆ
る
「
走
資
派』
路
線の
勝
利に
迎
ら
な

る
わ
けで
あ
り 、
し
た
がっ
て 、
い
わ
ゆ
る

「四
つ
の
現
代
化」
（工
業 、
農
業 、

国
防 、

科
学技
術の
現
代
化）
を
中心
と
す
る
中

国の

経
済
建
設
を
本
格的に
志
向
すべ
き
方
向
だと

い
え
よ
う。

ま
さに、
と
の
よ
う
な
方
向に
おい
て 、
す

でに
昨
夏の
杭
州
事
件か
ら
今
春
の
天
安
門
官

件 、
AE，
Eの
河
北
大
地
毘を
経
て
「
毛
沢
東神

話」
の
刷
出世
過
程が
す
すみ 、
ζ
う
し
て
毛
沢

東
体
制が
解
体
しつ
つ
あ
る。
と
う
し
た
な
か

で、
知
殺人 、
熟
練
労
働
者 、
テ
ク
ノ
クラ
ー

ト 、
ピュ
iロ

ク
ラ
l
ト 、

下
放
知
議
青年な

ど
新
し
く
生
成
し
た
社
会
集団
は 、
い
ま
幻
の

「
階
級
闘
争」
と
災
り
な
き
「
継
続
革
命」
の

時

代か
ら
舵
脱
し
よ
う
と
し
てい
た
の
で
あ
る 。

華
国
鋒
指
導
部
は 、
ζ
う
し
た
・中

国
社
会の

底
流と
妥
協
す
る
か 、
さ
らに
と
う
し
た
底
流

を
器
態と
す
る
指
税
者
た
ちに
や
が
て
誉わ
ら

れ
る
か
し
な
けれ
ば
な
ら
ない
だ
ろ
う。

去
る一
O
月一
O
日
の
『人
民
日
報』
『
紅

臨時』
『
解放
軍
報』
の
三
紙
共
同
社
説
以
来 、

早
く
も
「
劉
小
脊 、
林
彪」
を
非
難
す
る
用
話

法
が
消
滅し 、
さ
らに
「
批
郵」
（
卸
小
平
批

判）
の
言
葉
も
めっ
き
り少
な
く
な
っ

て
い

る 。
「
文
化
大
革
命」
とい
う一 ．A
築
も
も
は
や

強
調
さ
れ
な
く
なっ
た 。
と
の
よ
う
な
変
化の

テン
ポに
都
圏
鈴
指
湾
都と
彼

自身を
適
応
さ

せ
て
ゆ
く
と
と
は
容
易で
は
な
か
ろ
う 。

の 同
経時
験 に
の華
欠国
如鋒
で自
あ身
ろ の
う弱。 点
這 円
安 居

面装，J二ゴ�－.,,.. 

色
め
き
立
つ

ソ
連、

ア
メ
リ
カ

の
解
体に
は
し
ゃ
い
でい
る
ソ
辿
は 、
将
来 、

一 、
二
年の

時
間
的
展
望に
おい
て 、
今
日 、

マ
イ
ナス
点に
あ
る
中ソ
関
係をゼ
ロ
の
地点

に
ま
で
引
き
民
す
だ
けで
も
戦
断
的
な
勝
利に

つ
な
が
る
と
の
展
望を
持っ
て 、
陰
陽 、
硬
軟 、

直
接 、
間
接の
方
法と
チャ
ネル
に
よっ
て
対

中
接
近
を
図
る
で
あ
ろ
う。
す
でに、
中ソ

国

境
会
議や
河
川
実沙
を
「
紛」
の
相官
と
し
て 、

ハ
ノ
イ
を
通
ず
る
チア
不ル
を
「
間
接」
的
方

，
法と
し
て 、
す
でに
モ
ス
クワ
は
動
き
出
し
て

い
る 。ζ

う
し
た

時
期に、
奇
し
く
も
ア
メ
H
カ
で

は
大
統
領
選
挙が
行な
わ
れ
た 。
カ
l

タ
l

候

補
が
現
職の
フ
方
1
ド

大
統
領に
脚切っ
て 、
民

主
主
義
的
方
法
で
最
高
指
導
者の
交
替
を
符な

え
ると
と
の
貸さ
を 、
中

国の
悲
劇と
対
象
的

に
クロ
ーズ・

アy
プ
させ
た
が 、
カ
ー
タl

新
政
織
は 、
従
来ゆ
フ
ォ
ー
ド
E

キy
y
ン
ジ

ャ
l

外
交よ
り
も 、
よ
り

依
gk
対
中
政
策 、

米
台
関
係を
考え
る
だ
ろ
うとい
うζ
れ
ま
で

の
予
測に
安ん
じ
て
い
ら
れ
ない
状
況
が
出て

き
た 。い

う
ま
で
も
な
く 、
中ソ
関
係の
改
惑の
可

能
性が
現
実の
課
題
と
し
て
登
場し
て
き
た
か

ら
で
あ
る。
そ
れ
だ
けに、
議

国
鈴
指
沼
部を

ソ
巡
の
側へ
歩み
寄
らせ
ない
た
め
に
も 、
ア

メ
リ
カ
は
次の
手を
打
た
ざ
る
を
え
ない
が 、

と
う
し
た
外か
らの
働
き
か
けが
内
政の
不
安

定に
拍
車
を
か
けて
務

国
鋒
指
務
部を
揺
さ
ぶ

ら
ない
とい
う
保
証
は
ない 。

事！含万証家
代表（666) 1191・0561TEL 

円以
近
の
北
京と
台
北と
の
「
秘
密
交
渉」
と

い
う
衡
感的
な
情
報の
出
所は 、
ど
う
も 、
次

の
手を
考
え
ね
ば
な
ら
ない
ア
メ
リ
カ
で
は
な

い
か
と
も
恩わ
れ
る
が 、
と
う
し
て
北
京
の

ぷ
百
廷
革
命H
は 、
と
め
ど
も
ない
波
紋
を
描

い
て

国
際
政
治の
将
来に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
で
あ
ろ
う。

た
だ
し 、
そ
れ
は
「
中

国の
影」
の
大い
さ

に
おい
て
で
は
な
く 、
中

国の
実
像
が
見え
た

と
と
に
よ
る
米 、
ソ
双
方の
新
た
な
簸
合とい

う
方
向に
おい
て
で
あ
る
が 。

な
か
じ
ま
・

み
ね
お

一

九
三
六
年
長
野
県
徐

本
市
生
ま
札。

東
大
大
学
院
卒。

現
在
、

東
京

外国隠大助教国民。
車也哨Uに『現代中国晶画』、

『中図像の倹証』
など。

"" 
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